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第１１４０回教育委員会会議録 

 

１ 日 時 令和４年４月２１日（木） 午後１時０５分～午後２時４７分 

 

２ 場 所 教育委員会室 

 

３ 出席者 豊北教育長 南部委員 山本委員 森下委員 横井委員 

      中森学校教育監 萩原副部長 

村崎副部長（教育政策） 山﨑副部長（高校教育） 

竹澤教職員課長 三崎義務教育課長 中村生涯学習・文化財課長 

内田保健体育課長 髙原課長（学校体育） 

 

４ 議 題 

日程第１ 第１号議案 福井県奨学育英基金管理規則の一部改正について 

 

日程第２ 第２号議案 福井県心身障がい児就学指導委員会委員の委嘱について 

 

日程第３ 第３号議案 令和４年度福井県教科用図書選定審議会委員の任命について 

 

日程第４ 第４号議案 いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

 

日程第５ 第５号議案 教職員の懲戒処分について 

 

 

５ 審議事項 

（１）開会宣告 午後１時０５分 

 

（２）会議録署名人の指名 山本委員 森下委員 

 

（３）議事要録 

 

教育長    本日の日程第１ 第１号議案から日程第５ 第５号議案、協議報告事項の４か

ら８については、事務執行上、公開が適当でないことから、非公開とする旨発議 

 

――――当該議案を非公開と決する―――― 

 

 

◎協議・報告事項 

 

（１）  令和４年度福井県立高等学校入学者選抜について 

 

横井委員   今年度は、特別検査を行うかどうか決めているのか、それとも未定か。 

 



 ２ 

副部長（高校教育） 検討しているところである。今後の教育委員会に諮り、５月中ぐらいをめ

どに決めていきたい。 

 

森下委員   ＷＥＢ出願を昨年度導入したが、現場の先生や担任の先生から評価する声は

あるか。 

 

副部長（高校教育） 中学校長会等を通じ聞き取りの準備をしているところである。今回のＷＥＢ

出願のシステムは、11月に中学３年生に名前や住所などの個人登録をしても

らい、出願時期になったら志望校を選んで出願してもらった。個人登録をす

る段階で、若干のトラブルが何件かあり、問い合わせもあった。そこを改善

できないか考えているところである。 

 

山本委員   昨年度から、職業系の倍率が１を割っているようであるが、教育委員会とし

て、これについての分析や対策など基本的な考え方はあるのか。 

 

副部長（高校教育） ここ数年来、中学校の先生、保護者、生徒に職業系学科の学びの楽しみな

どが、まだ十分伝わり切れていないと考えている。どうしても学校の教員は

教育系の大学を出ている人ばかりであり、職業系の学校に通っていた人はい

ないので、理解がまだ十分ではないことが一番大きな原因と考えている。今

後ＰＲ活動の中でそのあたりをどうしていくかについて職業系の学校長も含

めて検討している段階である。 

 

教育長    大卒を希望する保護者が増えてきており、普通科志向のように感じる。ただ

し、私立高校は職業系の学科があまりなく、大学に進むような学科しかない

ので、県立高校は地元産業界の期待に応えるためにも、職業系はある程度残

していかざるを得ない。 

 

横井委員   特別検査を行うのであれば、追検査は一緒にしてもよいと思う。 

 

副部長（高校教育） それらの日程については、中学校や私立高校も含めて調整は必要なので、

現在検討しているところである。 

 

横井委員   今回、コロナで追検査を受けた生徒は５人もいたので、特別検査に回っても、

それほど大きな問題なかったということでよいか。 

 

副部長（高校教育） そうではないかと思っているが、中学校のいろいろな意見も聞きながら考

えていきたい。 

 

森下委員   職業系の学校を卒業して県内企業で活躍されている先輩から、そのよさや役

立つところの生の声を拾い上げると、中学校の先生にも説得力があると思う

ので、それも含めて検討してもらいたい。 

 

 

（２）令和４年３月県立高等学校卒業者の就職状況について 

 

教育長    昨年度から、「ふくいの産業」というオンライン講座を始めた。年間１５講
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座であったが、生徒は県内企業のことを知らないので、やはり知った上で就

職するようになれば、離職率はあまり高くならず、もっと低くなってくるの

ではないかと予測している。 

 

森下委員   離職される人の主な原因の統計はとっているのか。 

 

副部長（高校教育） 会社に入った後の、先輩になる社員との人間関係が一番の原因と聞いてい

る。 

 

南部委員   産業人材コーディネーターを配置してマッチングを促進していると思うが、

具体的に産業人材コーディネーターとはどのような人でどのようなサポート

をしているのか。 

 

副部長（高校教育） 例えば、職業系高校の就職指導を経験してきて定年退職した人、労働局関

係のそういった専門の職員、企業の人事関係を経験してきて退職した人とい

ろいろである。生徒がある企業を希望したときに、その企業に出向いて、そ

の社員と生徒との間をつなぐこと、生徒がある職種を希望したときに、そう

いった会社が福井県内にあれば開拓してくることなどを主な業務としている。 

 

南部委員   生徒の質問や要望等に対しアドバイスをして活動していると思うが、自分で

は意欲的に探そうとしない消極的な生徒もいると思う。そういう生徒たちに、

受け身だけではなく、もっと突っ込んだ動きをしてもらえると、進路につい

ての意識がより高くなると思うので、それをお願いしたい。 

 

山本委員   普通科系の学校から就職することもあると思うが、就職後に離職をした人に

ついて、普通科系、職業系で傾向があるのか。職業系の学校に行けば離職率

が下がるわけではないと思うが、どうか。 

また、離職したかは何年間ぐらい追跡するのか。 

 

副部長（高校教育） １点目は、普通科だから離職率が高いなど、そういった傾向は特にないと

思う。 

２点目は、国が調査をしているが、統計上は３年間追跡をしている。福井

県は、就職したら終わりではなく、その３年間ぐらいは、産業人材コーディ

ネーターや学校現場の教員が会社を訪問しながら就職後の状況の把握も行っ

ているので、そういったところも、もう少し充実していく必要があると感じ

ている。 

 

山本委員   特別支援学校は、これらの就職対策の中で行っているのか。 

 

副部長（高校教育） 特別支援学校の生徒の就労支援に関しては、別の枠組みで行っている。 

 

 

（３）福井県教育振興基本計画の進捗について 

 

南部委員   教員の魅力を発信する動画については、教育委員もアドバイスをしながら、

よい作品に仕上がったと思っている。これを活用して、教員の魅力を伝え、
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福井の教員になりたい人を増やしていってほしい。前回の動画をブラッシュ

アップし、バリエーションや視点を変えるなどして追加を作り、活用してい

ってもらいたい。 

昨年度も作成に時間がかかったと思うので、早く着手して期限に追われて

この程度でとならないようにしてほしい。 

 

教職員課長  昨年度作成した動画は、３月末で4,410回再生されているが、今後も教員志

望者ＷＥＢセミナー等において活用していく。今年度は、昨年度の３本に続

けて、新しく視点を変えたものを考えているので、作る際にはまたアドバイ

スをお願いしたい。 

 

南部委員   島根県の募集動画はすごく印象的があり、外注でプロが作っているなと感じ

たし、島根県の教育自体もすごいなと思わせる内容になっていたので、参考

にするところがあると思う。ぜひ、それらを含めて取り組んでほしい。 

 

森下委員   ４ページの方針１の引き出す・楽しむ教育の推進については、小中学校では

大事にされている精神だと思う。これから期待したいが、すごく広い範囲の

内容だと思うので、具体的にどういうことをしていくのか。 

また、６ページの方針６のふるさと福井教育賞について、これも楽しみで

期待しているが、今の段階でわかっている範囲で教えてほしい。 

 

義務教育課長 １点目の引き出す・楽しむ教育について、昨年度は、各校から独自の取り組

みについて報告してもらい、現在、全校分をホームページに公開している。

今年度は、同様に報告してもらうが、同じような項目に取り組んでいる学校

同士をつないで、お互いに情報共有をしながら高めていけるよう発展させて

いきたい。 

２点目のふるさと福井教育賞については、後ほど説明させてもらう。 

 

山本委員   ６ページの方針６、文化財調査員や学芸員となる人材の育成と確保について、

福井県内の大学で学芸員の資格を取れる学科はあるのか。 

 

生涯学習・文化財課長 基本的に文学部などで学芸員の資格をとるようになっているので、県内で

は限られると思う。実際、県外出身が結構多く、福井に居ついてくれずに出

ていってしまうところもあるので、県内出身の学芸員や文化財調査員を育て

ていきたい。今、大学や高校に、こういう仕事があることを知らせており、

ぜひ仕事に就いてもらえるよう進めていきたい。 

 

教育長    県内の高校生などは、こういう仕事があることを知らない。こういう仕事で

あれば、福井に帰ってきても就職先があるけれども、県外大学を出た人ばか

りが福井に来るので、何とか地元の人も開拓したい。 

 

山本委員   県内大学に学芸員の単位がとれる学科もあれば、よいのではないか。私は大

学のときに学芸員資格をとったのであるが、県外の大学であった。学芸員を

とりたい思いがあったが、学科等の条件として最初から県内大学は選択肢か

ら外れたので、学芸員を育てたいと思うのであれば、学芸員が養成できる学

科があることがポイントだと思う。 
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南部委員   方針５の外国人児童生徒に対する日本語指導アドバイザーによる支援につい

て、福井県では今回のウクライナからの児童生徒の状況はどうなっているか。  

 

義務教育課長 明日、住民登録がされ、その後は就学手続きに入ると聞いている。手続きと

は別に学校に体験に行っており、就学準備を進めている。 

 

南部委員   何名いるのか。 

 

義務教育課長 １名である。家族で身寄りのある人が福井で結婚して子どももいるところへ、

その人の母と妹と妹の子どもの３人で避難してきて住んでいる。 

 

南部委員   いろいろなケースがあり、生徒児童の年齢、ロシア語や英語もできるかでき

ないかで千差万別だと思うので、その辺は臨機応変に対応してほしい。 

 

教育長    国に対し、ウクライナ関係で要望したいと思っている。子どもへの日本語教

育も含め、通訳なども地元市町に結構負担になると思うし、いろいろと要望

することがある。 

 

森下委員   ５ページの方針３の推奨図書の提供について、以前、県で作った幼児からの

冊子に対し、保護者から大変ありがたいという声や載っている本は子どもに

率先して読ませているという声もよく聞く。今度は冊子ではなく図書自体で

あるので、具体的にどのように推進するのか。 

 

生涯学習・文化財課長 その冊子について、幼児編と小学生編と中学校、高校編の３つを令和２年

に作り配布させてもらった。幼児は６カ月健診のとき、小学生は１年、中学

校も１年のときなどに配り、こんなによい本があると示している。図書館や

本屋にも置いて、これを参考に買ってもらうことを進めている。 

今回は、小学生編に載っている72冊の本を購入して、ビブリオバトルや本

の帯コンクールを企画してくれる小学校に提供する形でインセンティブをも

たせたい。これらの本をもっと購入してもらう目的で行うものである。 

 

森下委員   具体的な取り組みであり、子どもたちの本を読む機会が増えると思う。  

 

横井委員   令和３年度の取り組みで、タブレット端末の効果的な活用としてロイロノー

トの導入等があるが、今年の方針には触れられてない。この辺はもう十分な

のか。私は全然足りないと、もっと深掘りしていかないといけないと思うが、

実際はどうか。 

 

副部長（高校教育） 高校の状況については、ロイロノートを全学校に導入してもらい、各学校

で活用を進めているところである。教員全員が使いこなすとまではいかない

が、先進的に取り組んでいる教員はいるので、その教員を把握しながら、学

校で研修会をしたり、教育総合研究所に来てもらったりと、いろいろな形で

広めており、今はタブレット活用への移行段階だと思っている。コロナもあ

るので、新年度も継続し、ステップアップした研修等を各学校と研究所が連

携しながら進めて、使うことを目的とするのではなく、使いこなしながら今
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求められる主体的な学びを実現していきたい。 

 

横井委員   今年度の方針にないのは、そこまで重要ではないと思ってしまう。 

 

副部長（教育政策） 今年度、福井県学校教育ＤＸ推進計画を策定していく中で盛り込んでいきた

い。デジタル教科書、採点アプリと、いろいろある中で一つ一つまでを書い

てはいないが、また説明し、相談もしていきたい。 

 

横井委員   昨年度は、方針８にあるようにＤＸ推進会議をＷＥＢ会議で４回開催したと

のことであり、これを踏まえて、今年度はＤＸ推進で何をするのかといえば、

デジタルドリルやデジタル採点以外は具体的にはなくて、推進計画を作って

いくとしか書いていない。計画ばかりを立て、会議ばかりを行うだけでは何

年かけても進まないので、今年はより具体的に書いたほうがよいし、書かな

いと検証ができないと思う。 

今の時代、タブレットにすごく投資して、全生徒に渡して、ＤＸは必須に

なっている中で、より重点的に職員のリソースを集めなければならないし、

８つの方針があるが、その中でどれが今年度一番進めないといけないのか、

本当は並列ではなくて優先度があるので、その辺について皆の認識が統一で

きるようにしたほうがよいと思う。 

 

教育長    ＤＸ推進計画を今年度作るのは、結局、進めるのにどうしていけばよいか、

まだわかっていないからである。今年度いっぱいかけて、先進地の状況も見

つつ何が効果的かを検討しながら、今後の四、五年のＤＸとしてすべきこと

は、この計画にすべて盛り込むことを考えている。 

 

横井委員   うまくいっている事例ばかりでないし、ほかの県でうまくいっても、うちの

県に持ってきたらうまくいくのかはわからない。よい事例だといって一斉に

導入しても、うまくいかないとそこでとまったりもする。失敗を前提に、生

徒にも懸念は伝えた上で、今年度は、一つの学校、一つのクラスだけでもよ

いので、もっと集中して実験的に行っていったほうがよい。会議をしている

だけではなく、そうしないと進まないと思う。 

 

副部長（教育政策） 委員の言うとおり、すべての小中校、県立高校に一斉に入れようとすれば多

額の費用もかかるのでモデルで進めていくのも一つであり、また、先進事例

であっても福井県の場合はどうなるかはわからない。会議でいろんなことを

議論し、事例を見ながら、５年でやるべきことを、いろいろ盛り込んでいき

たい。今スタートしたばかりであるので、教育委員会にも説明や相談をしな

がら進めていく考えである。 

 

森下委員   横井委員の意見には賛成である。推進しようするのであれば、得意な先生も

いるけれども、モデルとなるクラスや学校なりに支援員を配置して一気に進

めることが必要であり、その成果がほかの学校のモデルになってまた研修す

る段階になってくると、さらに支援員は必要である。 

 

教育長    学校に、１人か２人はＩＣＴが使えるリーダーになるような人がいる。そう

いった人たちを集めて今後やるべきことを伝えてどんどんレベルを上げるこ
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とも面白いと思う。各学校のレベルをその人たちを中心に上げていきたい。 

 

森下委員   支援員を予算で確保する必要性も感じたが、既にいるのであれば、そういう

人たちを中心にやっていくこともよいと思う。 

 

 

（４）令和５年度福井県公立学校教員採用選考試験について 

 

 

（５）令和４年度大学入試の結果について 

 

 

（６）令和４年度教育委員会関係表彰について 

 

 

（７）令和４年度スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、24時間電話相談員

感謝状贈呈該当者について 

 

 

（８）ふるさと福井教育賞（仮称）について 

 

 

 

教育長    日程第１、第１号議案を議題 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明 

 

教育長    第１号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第２、第２号議案を議題 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明 

 

教育長    第２号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第３、第３号議案を議題 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明 

 

教育長    第３号議案について、原案に対する異議の有無を確認 
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――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第４、第４号議案を議題とする。 

 

義務教育課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第４号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第５、第５号議案を議題とする。 

 

副部長（教育政策） 資料に基づき説明 

 

教育長    第５号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    本日の会議の終了を宣言 

 

 

６ 閉会宣言 午後２時４７分 

 


